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つくるのは、 
肉眼でやっと見えるほどの 
小さいもの。 
実現させたときの達成感は、 
とても大きいですよ。 
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年秋に、東京である催しが開かれる。「東京デザイナーズウィーク（TDW）」。世界的な著名デザイナーから学生

までが参加して、自らの作品を世に問うプロダクトデザインの祭典だ。その出展作品づくりに、3年次生時の「造形

実習Ⅲ」でチャレンジした。テーマは「GREEN LIFE」。環境保全という現在進行形の問題に、デザイナーはどの

ように関わっていくべきかを問うものだった。 

以前から温めていた考えがあった。モノを長寿命化させることにより、環境負荷軽減につなげるという考えを、可変式の本

棚として現わした。最小単位は一枚の板。それを積み木のように組み合わせることで、さまざまな形やサイズに変えることがで

きる。入れるものの種類や量、部屋の大きさなどに合わせて使い手が自由に変形できるこの本棚なら、壊れるまで捨てられる

ことはないと考えた。資源の有効活用にも配慮し、素材には間伐材を採用。板は自転車のカゴに入る大きさなので、車の輸

送による環境負荷を抑えることもできると踏んだ。もちろん、求めたのは環境性能だけではない。板を組み合わせたときにスキ

間ができないよう、寸法比に工夫を凝らすなど、商品としてのクオリティにも完成度を追求している。学内選考の結果、作品は

「TDW」に出展され、多くの人の関心を集めた。同時にグループで出展した大学ブースの空間デザインは、学校賞に輝いた。 

「僕の理想は機能性あってのデザイン。飾るのではなく、機能を優しく包むのがデザインの役割だと思っています。本棚の

デザインもとてもシンプル。だからこそ使いやすく、飽きもこないと思うんです」。 

これからも、理想を追求していきたいと考えている。 

毎 極への挑戦」。所属研究室のテーマだ。超微細加工の

ために、工具そのものを自分たちでつくることも珍しくない。

精密機械メーカーが主催する「切削ドリームコンテスト」

では、外径0.3ミリ、内径0.15ミリのパイプの中ぐり（穴の内部仕上げ）

にチャレンジした。0.5ミリというシャープペンシルの芯の直径を考えれば、

その内径がどれほど小さいか想像がつくだろう。ここまでになると、一般

的な工具での加工は不可能。「だったら自分でつくろう」。そうして直

径わずか50ミクロン（100分の5ミリ）の工具づくりに取りかかった。放

電加工という特殊な技法を駆使し、つくり直しを何度も行い、ようやく納

得のいくものができあがった。 

つぎは肝心の中ぐり。作業には、超微細加工用に研究室で改良さ

れた装置を使った。ごくわずかな力を加えるだけで工具が折れてしまう

ので、慎重に慎重を期した作業を続けること約一ヶ月、ついに満足のい

く出来に達した。でも、いざ実現してしまうとなんとなく物足りない。「じゃ、

内径の回りに溝を入れよう」。新たにつくった直径25ミクロンの工具で、

同サイズ幅の溝入れも施した作品は、コンテストのアカデミック部門で

銀賞に輝いた。超微細加工のクオリティはもちろん、工具の自作も評

価されてのことだ。 

「加工がうまくいったかどうかは、最後に顕微鏡で確認するまでわから

ないんです。だから作業中はいつもドキドキでした。つぎは直径0.35ミリ

の穴の面取り加工に挑戦します。もちろん工具づくりからやります」。 

誰もやったことのない究極への挑戦に、終わりはない。 

「究 




